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国内最大規模（東京ドームの５８個分） 脱炭素・水素社会実現へ世界と戦う“チーム福岡”
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熱エネルギー変換（燃焼）
（化学エネルギー⇒熱⇒運動⇒電気）

ガソリンエンジン
（Otto cycle, 1876）

【実運転で十数％、
最近は効率アップ、
水素エンジンも】

蒸気タービン【ガスタービン、複合発電、
水素タービンへ】（Rankin cycle, 1854）

ニューコメンの熱機関
(Newcomen, 1712)

【当時の効率約1％】

（日本機械学会編「熱力学」より引用）

内燃機関（集中型）：量的なCO2排出減

水素：使って出るのは水だけ（炭素循環⇒水素循環）！
燃料電池：“燃やさない”直接変換で高効率発電！

電気化学エネルギー変換
（化学エネルギー⇒電気）

業務産業用・発電用燃料電池
（三菱日立パワーシステムズ製、九大伊都設置）

【将来、天然ガスで発電効率約70％へ】

エネファーム
（九大伊都に7台設置）

【家庭で発電効率50%

総合効率約90％超】

燃料電池車
（トヨタ製、九大所有、
世界初の大学公用車）

【車両効率約65％】

燃料
電池

水素
を介して
燃やさず
に発電！

燃料電池（分散型）：質的なCO2排出減



電化+水素化+CO2回収（グリーン成長戦略改訂版、2021年6月）

水素（キャリア）：脱炭素電源の1%（2030年）、10％（2050年）、需要増（2030年：30→300万トン、
2050年：水素2000万トン/年＝熱量換算でLNG5000万トン/年に相当（LNG現輸入量は7500万トン/年）

（ポテンシャル：商用車600万トン、水素発電500～1000万トン、水素製鉄700万トンなど）
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https://www.meti.go.jp/press/2021/06/20210618005/20210618005.html



経済：水素価格と用途拡大（輸送⇒発電⇒化学⇒製鉄）
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水素価格低下に伴い用途拡大。環境価値もマネタイズして回収（カーボンプライシング等）

（佐々木一成、日本経済新聞「経済教室」2023年5月30日、政府の各種資料のパリティ価格などを参考に作成）

★水素乗用車 【vs.ガソリン】約100円/Nm3

★水素商用車 【vs.軽油】約50円/Nm3

★水素発電 【vs.天然ガス 】約15～30円/Nm3 

★化学工業 【vs.天然ガス】約18円/Nm3

★水素還元製鉄 【vs.石炭】約8円/Nm3

水
素
の
価
格

市場規模

30円/Nm3＠2030年政府目標

20円/Nm3＠政府将来目標

約100円/Nm3 現状（人件費や投資を除く）
水素・アンモニア政策小委員会（値差支援などの制度設計中）

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/index.html



「水素基本戦略」改定（2023年6月6日、再生可能エネルギー・水素等関係閣僚会議）
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再生可能エネルギー・水素等関係閣僚会議（2023年6月6日）：https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/saisei_energy/index.html

技術で勝ってビジネスでも勝つ／日本の強みで世界市場獲得／脱炭素＋エネルギー安定供給＋経済成長の一石三鳥



民間の水素ロードマップ（水素バリューチェーン推進協議会、2022年8月29日）
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（一社）水素バリューチェーン推進協議会HP「水素ロードマップ」：https://www.japanh2association.jp/pages/6060688/page_202205201049



水素政策動向（水素・アンモニア政策小委、脱炭素燃料政策小委など、2023年10月25日）
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●値差支援（天然ガスvs.水素、石炭vs.アンモニア）・拠点整備（3+5拠点程度←20拠点FS）・
法制度整備（着実にクリーン化等）を水素審議会で議論⇒水素新法（推進＋規制）を検討

水素・アンモニア政策小委員会（2023年10月25日）：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/20230104_report.html



水素政策動向（水素・アンモニア政策小委、脱炭素燃料政策小委など、2023年10月25日）
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水素・アンモニア政策小委員会（2023年10月25日）：https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/suiso_seisaku/20230104_report.html



水素保安動向（水素保安小委、水素・アンモニア政策小委など、2023年10月25日）
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水素保安小委員会（2023年10月25日）：https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/hoan_shohi/hydrogen/index.html



水素保安動向（水素保安小委、水素・アンモニア政策小委など、2023年11月28日）
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水素保安小委員会（2023年11月28日）：https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/hoan_shohi/hydrogen/index.html



世界：水素に係る海外動向（世界各国が投資急拡大）
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産業構造審議会グリーンイノベーションプロジェクト部会資料（2023年2月13日）資料：
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/green_innovation/energy_structure/pdf/014_04_00.pdf

各国が「水素」を成長産業に位置づけ、民の投資を引き出す官の投資競争が世界的に激化



謝辞：“九大水素モーターショー”
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